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江
戸
時
代
の
庶
民
の
旅
の
発
展
は
、
道

路
や
旅
宿
が
整
備
充
実
さ
れ
て
き
た

こ

と
、
道
標
や
茶
店
な
ど
の
街
道
諸
施
設
が
建
設
さ
れ
、
道
中
案
内
記
が
出
版
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
江
戸
時
代
の
庶
民

の
生
活
水
準
が
、
経
済
的
な
意
味

で
中
世
と
比
較
し
て
か
な
り
向
上
し
て
き
た
こ

と
が
第

一
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、

江
戸
幕
府
が
信
仰

(本
山
ま
い
り
等
)

と
病
気
療
養

(温
泉
入
浴
)
の
た
め
の
庶
民
の
移
動

(旅
)
に

つ
い
て
は
、
こ
れ

を
黙
認
す
る
寛
容
な
態
度
を
と

っ
た
こ
と
も
、
庶
民
の
旅
の
盛
行
に
つ
な
が

っ
た

と
い
え
よ
う
。

平
成
四
年
度
か
ら
、
奈
良
大
学
文
学
部

の
大
和
に
お
け
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究

に
参
加
し
、

一
貫
し
て
近
世
大
和
に
お
け

る
庶
民
の
旅
に
関
す
る
調
査

・
研
究
を

お
こ
な

っ
て
き
た
。
と
く
に
江
戸
時
代

の
街
道
施
設
や
参
詣

・
巡
礼
に
つ
い
て
の

史
跡
お
よ
び
史
料
の
調
査
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
江
戸
時
代

の
庶
民

の
旅
に
と

っ
て
、
旅
人
に
対
す
る
地
域
住

民
の
接
待
が
大
き
な
意
味
を
も

っ
た
こ

と
を
認
識
し
た
。
街
道
の
清
掃
や
夜
間
照

明
用
の
燈
籠
の
建
営
も
、
そ
の
接
待
心

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
路
傍
で
湯
茶
を
供
し
た
り
、
宿
所
を
提
供
す
る
こ
と
も

安 鎌

田 田

道

隆

真

紀

子

接
待
で
あ
る
。
時
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
常
設
の
接
待
所
を
設
け
て
、
無
料
で
湯

茶
を
施
行
す
る
こ
と
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

臨
時
的

・
個
人
的
な
接
待
で
は
な
く
、
組
織
的
恒
常
的
な
接
待
所
の
建
営
は
、

旅
人
と
地
域
住
民
と
の
た
し
か
な
交
流
の
場
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
庶
民
の
旅

を
支
え
る
精
神
的
な
安
息
所
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
国
八
十
八
所
な
ど
の
聖
地
巡
礼

の
遍
路
道
周
辺
に
は
現
在
も
接
待
所

(場
)

が
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
の
多
く
の
接
待
所
趾
に
つ
い
て
も
、
各
県
の
歴
史
の
道

調
査
報
告
書
な
ど
で
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
奈
良
県
に
お
け
る
接
待
所
ま

た
は
接
待
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
研
究
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ

て
こ
な
か

っ
た
。
だ
が
、
近
世
の
大
和
に
接
待
の
風
習
が
な
く
、
接
待
が
お
こ
な

わ
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
史
料
や
史
跡
の
発
掘
が
進
ま
ず
、
研
究
が
な
さ

れ
て
こ
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。☆

☆

☆

☆

じ
み
ょ
う

大
和
国
宇
陀
郡
自
明
村
の
接
待
所
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
榛
原
町
自
明
区
が
も

と
接
待
所
に
あ

っ
た
も
の
と
伝
え
る
錘
子
を
大
切
に
保
存
し
、
町
主
催

の

「
は
い
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自明区有茶所錐子

ば
ら
の
伊
勢
街
道
」
展
で
も

展
示
公
開
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
自
明
区
共
有
古
文
書

の
う
ち
の
接
待
所
関
係
史
料

に
つ
い
て
は
調
査
研
究
さ
れ

た
こ
と
も
な
く
、
接
待
所
の

歴
史
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
。

自
明
村
接
待
所
の
解
明
に
は
、
残
さ
れ

て
い
る
史
料
の
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
伊
勢
本
街
道
の
踏
査
で
お
世
話

に
な

っ
て
い
た
自
明
区
の
桶
谷
繁

信
氏
に
依
頼
し
て
史
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
で
自
明
区
長
古
川

信
雄
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
八
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
史
料
を
撮
影
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

自
明
村
接
待
所
関
係
の
史
料
は
、
自
明
区
共
有
文
書
の
う
ち
簿
冊
五
冊
で
あ

っ

た
。
そ
の
す
べ
て
を
こ
こ
に
翻
刻
し
た
が
、

こ
の
五
点
の
史
料
は
自
明
村
接
待
所

の
全
容
を
解
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
江
戸
時
代

の

一
地
方
に
お
け

る
接
待
所
の
建
営

の
実
態
を
知
り
う
る
も

の
と
し
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
文
献

で

あ
る
。

☆

☆

☆

☆

『接
待
所
関
係
文
書
』
の
解
読
の
な
か

か
ら
判
明
し
た
自
明
村
接
待
所
の
概
要

を
記
し
て
お
く
。

自
明
村
市
の
井
手
の
大
岩
に
は
、
弘
法
大
師
爪
彫

の
不
動
尊
と
伝
え
る
線
画
が

描
か
れ
て
お
り
、
伊
勢
本
街
道
筋
の
こ
と
で
も
あ
り
、
往
来
の
旅
人
や
近
在
の
人
々

の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た
。
こ
の
不
動
尊
前
の
内
牧
川
の
近
く
に

一
軒
の
百
姓
家

が
あ

っ
た
が
、
不
動
尊
詣
り
の
旅
人
た
ち
が
こ
の
家
に
足
を
休
め
る
こ
と
が
多
く
、

百
姓
家

で
も
い
つ
し
か
茶
の
接
待
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
明
和
八
年

(
一

七
七

一
)
の
お
か
げ
参
り
の
折
に
は
、
と
く
に
彩
し
い
参
詣
の
人
々
が
接
待
を
う

け
、
百
姓
家
の
こ
と
を
誰

い
う
と
な
く
茶
所
と
よ
び
な
ら
わ
す
よ
う
に
な

っ
て
い

た
。と

こ
ろ
が
、
文
化
八
年

(
一
八

一
一
)
六
月
十
五
日
の
大
雨
洪
水
で
百
姓
家
は

家
財
も
ろ
と
も
に
流
さ
れ
、
近
在
や
往
来
の
参
詣
人
も
休
息
す
る
場
が
な
く
難
儀

す
る
事
態
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
再
び
洪
水
の
難
を
う
け
な
い
よ
う
に
、
街
道
よ
り

も
山
手
に
場
所
を
移
し
て
、
新
た
に
百
姓
家

(桁
行
四
間
半
、
梁
行

二
間
)
を
再

建
し
た
。
そ
し
て
、
百
姓
仕
事
の
あ
い
ま
に
は
草
履
や
草
鮭
を
旅
人
に
売
り
、
ま

た
茶
を
無
料
で
接
待
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

接
待
所
は
、
茶
所
、
接
待
茶
所
ま
た
は
接
待
堂
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ

は
文
化
九
年
七
月
か
ら
同
十
年
九
月
ま
で
に
新
築
普
請
さ
れ
、
鍋
や
錘
子
な
ど
の

接
待
用
具
も
こ
の
間
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。

ち
ゃた
き
は
じ
め

茶
焼
始
を
文
化
十
年
九
月
十
五
日
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で

に
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
普
請
や
茶
焼
始
に
と
も
な
う
費
用
は
、
自
明

村
接
待
所
宛
に
寄
進
さ
れ
た
田
地
の
作
徳
米
や
寄
附
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
。
自
明
村
自
体
も
相
当
な
出
費
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
寄
附
の
出
資
者

は
、
圧
倒
的
に
他
村
者
で
あ
り
、
し
か
も
女
性
名
が
頻
出
す
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。
接
待
所
寄
進
の
田
地
と
山
林
は
、
接
待
所

の
維
持
管
理
の
費
用
捻
出
を
目
的
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と
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
寄
進
さ
れ
た
田
地
山
林
の
耕
作
と

管
理
は
自
明
村
が
請
負

っ
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
こ
れ
ら
の
文
書
の
解
読
を
通
じ

て
、
ひ
と
つ
の
疑
問
が
の
こ

っ
た
。
そ

れ
は
百
姓
家
が
流
失
す
る
前

の
文
化
七
年

四
月
の
年
紀
を
も
つ

「
田
地
寄
進
被
下

御
戻
し

一
札
」
に

「
接
待
所
江
寄
進
被
下
」
と
か

「
接
待
所
茶
料
」

の
文
字
が
見

え
、
同
年
四
月
以
前
と
考
え
ら
れ
る

「寄
進
仕
田
地
謹
文
之
事
」
の
文
書
に
も
、

同
じ
く

「
接
待
所
茶
料
」
や

「
接
待
堂
破
損
料
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

以
上
の
文
面
か
ら
す
れ
ば
、
文
化
八
年

六
月
の
百
姓
家
流
失
以
前
に
、
す
で
に

接
待
所
が
自
明
村
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
流
失
前
の
百
姓
家
す
な
わ

ち
茶
所
を
接
待
所
と
称
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
化
七

年
当
時
自
明
村
で
は
、
村
負
担
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
る
接
待
所
が
存
在
し
て
お
り
、

近
在
の
人
々
に
も
そ
れ
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

付
記

史
料
の
翻
刻
に
あ
た

っ
て
は
、
簿
冊
ご
と
に
表
紙
の
形
状
を
図
示
し
た
。
各

簿
冊
内
の
文
書

・
記
録
の
段
落
は
破
線
を
も

っ
て
明
示
し
た
。

☆

☆

☆

☆

な
お
本
稿
は
、
平
成
八
年
度
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
1

「
近
世
大
和

を
中
心
と
す
る
参
詣
旅
行

の
接
待
に
関
す
る
史
跡
お
よ
び
史
料
の
調
査

・
研
究
」

の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
ま
た
文
末
な
が
ら
、

こ
の
調
査
で
お
世
話
に
な

っ
た
自

明
区
長
古
川
信
雄
氏
と
同
地
区
桶
谷
繁
信
氏
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

摂
待
所
普
請
諸
入
用
之
訳

一
銀
弐
百
五
拾
目

一
同
四
百
五
拾
目

一
同
七
拾
目

一
同
弐
百
四
拾
九
匁
四
分

一
同
八
百
五
拾
五
匁
弐
分

一
同
弐
百
五
匁

一
同
百
弐
拾
六
匁
三
分

一
同
六
拾
八
匁

一
同
百
拾
匁
五
分

鍋
罐
子
代
銀
渡
し

度
金
罐
子
並
赤
銅

へ
つ
い

翠
簾
並
戸
帳
代

木
挽
四
人

へ
渡
し

大
工
手
間
二
渡
し

石
屋
作
料
渡
し

釘
金
物
代
渡
し

板
並
二
畳
代
渡
し

杉
皮
之
駄
半
代
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一
同
百
四
拾
弐
匁
弐
分

白
米
弐
石
四
斗
五
升

(一同
九
拾
七
匁
弐
分

酒
壱
石
六
升

・
是

ハ
申
七
月
よ
り
酉
九
月
迄
普
請
中
諸
人
足
遣
し
方

一
同
七
匁

一
同
拾
六
匁
六
分

一
同
七
匁
弐
分

一
同
弐
匁
四
分

一
同
弐
拾
五
匁

一
同
拾
弐
匁
四
分

一
同
拾
六
匁

一
同
拾
壱
匁

一
同
百
四
拾
弐
匁
三
分
三
厘

一
同
壱
匁
弐
分

一
金
百
疋

す
》
三
升

紅
柄
三
斤

申
十

一
月
よ
り
酉
九
月
ま
で
油
代

三
方
三
ツ

火
す
く
い
壱

ツ

諸
色
道
具
買
物

鍋
釜
三
ツ

桶
代

申
七
月
よ
り
酉
九
月
迄
紙
筆
之
代

畳
代
杉
原
壱
帖
代

光
明
寺
御
礼

光
明
寺
御
礼

酉
九
月
十
五
日
茶
焼
始
二
付
諸
入
用

一
銀
百
三
拾
六
匁

一
同
六
拾
目

一
同
百
三
拾
九
匁
五
分

一
同
弐
拾
四
匁

一
同
弐
拾
弐
匁

一
同
六
匁
五
分

餅
米
壱
石

御
供
物

同

壱
石

茶

の
粉

米
壱
石

供
養

二
付
入
用

右

二
付
酒
壱
石
五
斗

五
升
壱
合

ま
ん
ち
う
三
百

但
壱

ツ
ニ
付
八
文

ッ
》

と
う
ふ
う

こ
ん
に
ゃ
く

か
ん
ぶ

つ

品
々
代

室
生
炭
壱
駄
代

一
同
壱
匁
九
分

一
同
三
匁

一
同
四
匁

一
同
三
匁

一
同
三
匁

一
同
壱
匁

一
同
拾
匁

一
同
五
匁

一
同
三
匁

一
同
弐
匁

一
同
弐
匁

一
同
六
百
文

一
同
三
匁

一
同
壱
匁
五
分

〆
三
貫

三
百
八
拾
壱
匁
三
分
三
厘

内
江

米
弐
石

代
百
弐
拾
三
匁
弐
分
五
厘

銀
百
八
拾
四
匁
六
分

同
五
百
五
拾
七
匁
四
分
壱
厘

同
弐
百
五
拾
九
匁
五
分

四
口
〆

壱
貫
百
弐
拾
四
匁
七
分
六
厘

白
は
し

よ
う
し

初
生
寺
御
布
施

役
僧
三
人
並
供

悟
真
寺
御
布
施

全
真
寺
御
布
施

役
僧
壱
人

大
工
檜
牧
村
喜
八
郎

大
工
雨
師
村
伊
八

木
挽
檜
枚
村
後
兵
衛

下
役
萩
原
村
源
兵
衛

同
断
檜
枚
村
番
人

米
三
石
つ
き
賃
代

さ
か
な
代

鍋
釜
並
土
鍋
蓋
代
但
し
数
六
ツ

午
未
田
地
徳
米

　　
　
　

酉
九
月
十
五
日
茶
焼
始
貰
庄
口

忠
治
郎
よ
り
取
次
銀

平
内
よ
り
取
次
銀
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指
引

弐
貫
弐
百
五
拾
六
匁
五
分
七
厘

不
足

弐
貫
七
拾
三
匁
七
分
六
厘

忠
治
郎
よ
り
出
銀

内
百
八
拾
弐
匁
八
分
壱
厘

平
内
よ
り
出
銀

右
之
通
立
会
指
引
算
用
相
違
無
之
候

二
付
此
帳
面
江
書
記
申
候
、

上
平
井
村

文
化
十
酉
九
月
日

忠
治
郎

(印
)

自
明
村
平

内

(印
)

以
上

御
糺

二
付
奉
申
上
候

和
州
宇
陀
郡
自
明
村

一
当
村
字
市
乃
井
手
与
唱

へ
候
所
百
姓
家
有
之
、
家
作
御
糺

二
付
乍
恐
左

二
奉
申

上
候

一
此
所
者
京
大
坂
西
国
よ
り
大
峯
山
上
並
二
伊
勢
参
宮
本
海
道
筋

二
而
御
座
候
処
、

右
市
の
井
手

二
不
動
尊
大
岩

二
有
之
弘
法
大
師
爪
彫
之
不
動
尊
与
古
来
よ
り
云

伝

へ
申
候
、
則
宝
前

二
正
徳
元
卯
年
出
来
之
石
燈
籠
有
之
、
並

二
古
手
洗
鉢
石

燈
籠
石
之
机
も
御
座
候
得
共
、
年
久
敷
相
成
候
故
年
号
も
相
知
兼
申
候
、
然

ル

処
右
不
動
前
川
近

二
先
年
よ
り
桁
行
三
間
半
梁
行
弐
間
之
百
姓
家
有
之
、
右
不

動
江
折
々
参
詣
之
人
々
御
座
候
節
、
右
百
姓
家

二
て
休
候
故
、
志

二
茶
を
焼
き
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給
さ
せ
候
処
、
明
和
八
卯
年
伊
勢

へ
お
か
け
参
と
唱

へ
諸
国
よ
り
参
宮
人
彩
敷

有
之
、
往
来
之
人
々
参
詣
之
上
茶
を
呑
誠

二
珍
敷
不
動
与
申
其
家

二
而
休
中
二
も

信
心
之
方

ハ
悦
ひ
、
誰
無
云
与
茶
処
ノ
＼
と
云
触
申
候
処
、
去
る
未
年
六
月
十

五
日
夜
殊
之
外
大
雨
洪
水
二
而
右
之
家
屋
敷
並
二
家
物
共
不
残
流
失
仕
候

二
付
、

近
在

々
よ
り
右
不
動
江
信
心
之
輩
折
々
参
詣
も
有
之
候
得
共
、
腰
掛
而
休
所
も

無
御
座
、
誠

二
参
詣
之
人
々
難
渋
仕
候
儀
甚
タ
迷
惑

二
存
何
卒
是
迄
通
り
休
所

出
来
申
度
候
得
共
、
川
近

二
有
之
候
而
者
又
候
大
雨
洪
水
も
難
斗
今
度
者
道
よ

り
山
手
江
寄
せ
建
度
候

二
付
此
度
桁
行

四
間
半
梁
行
弐
間
之
長
屋
を
建
百
姓
為

致
申
候
、
依
之
僧
躰
之
も
の
差
置
候
儀
前

々
よ
り
無
御
座
全
百
姓
家

二
而
百
姓

作
間

ニ
ハ
旅
人
江
草
履
草
鮭
代
売
将

又
徒
然
成
所
故
茶
焼
置
申
候
得
者
往
来
之

人
々
呑
通
り
候
儀

ハ
先
年
よ
り
致
来
申
候
、
尤
も
右

二
付
柳
も
金
銭
等
申
請
候

儀
決
而
無
御
座
候
、
此
度
御
糺

二
付
古
新
屋
敷
家
が
ま

へ
絵
図
差
上
有
躰

二
奉

申
上
候
、
右
之
趣
御
聞
届
被
為
成
下
候

ハ
＼
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

和
州
宇
陀
郡

文
化
十

一
戌
三
月

自
明
村百
姓
代
勇

治

(印
)

年
寄

又
兵
衛

庄
屋

木
村
宗
右
衛
門
様

平

内

(印
)

御
役
所

図

1
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右

ハ
御
代
官
様
戌

二
月
廿
四
日
二
奥
宇

田
江
荒
方
検
分
被
遊
候

二
付
御
通
行
之

節
、
当
村
摂
待
御
尋
被
成
候

二
付
、
有
躰
申
上
候
、
然

ル
処
先
年
よ
り
有
来
候

処
之
絵
図
並
二
書
付
共
差
出
候
様
被
仰

付
、
依
之
右
之
通
新
古
未
年
流
レ
絵
図

三
枚
書
付
壱
通
相
認
メ
、
則
御
手
代
森

田
丈
平
様
江
当
村
御
泊
り
之
節
御
差
上

申
候
処
追
而
御
聞
届
之
由
被
仰
渡
相
違
無
御
座
候
、
以
上

紙
数
八
枚
表
紙
共

摺
字
な
し

筆
者高
井
村
五
兵
衛

田
地
寄
進
被
下
御
戻
し

一
札

字
上
神
田

一
上
田
壱
反
壱
畝
拾
歩

分
米
壱
石
六
斗
四
升
三
合
三
夕

字
石
ば
し

一
上
田
七
畝
弐
拾
壱
歩

分
米
壱
石
壱
斗
壱
升
六
合
五
夕

田
反
別
合
壱
反
九
畝
壱
歩

此
分
米
弐
石
七
斗
五
升
九
合
八
夕

此
預
米
弐
石
八
斗
之
処
荒
地
有
当
時

預
ケ
米
弐
石
六
斗

内
壱
石
四
斗

諸
役
御
上
納

残
米
壱
石
弐
斗

徳
米

右
之
田
地
当
村
勇
治
是
迄
持
伝
候
得
共
、
此
度
代
金
拾
両
代
六
百
四
拾
目
二
其
元
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9

江
買
徳
被
成
、
当
村
役
人
中
並
二
村
方
末

々
迄
談
し
之
上
、
当
村
摂
待
所
江
寄
進

被
下
右
田
地
並
二
田
地
買
徳
讃
文
と
も
御
譲
被
下
槌

二
受
納
仕
、
村
方

一
同
過
分

至
極
二
奉
存
候
、
然
者
右
田
地
村
支
配
仕
、
摂
待
所
茶
料
並
二
破
損
料
二
仕
、
諸
人

参
詣
之
衆
中
江
摂
待
茶
急
度
右
田
地
之
徳
米
ヲ
以
相
勤
メ
可
申
候
、
為
後
日
寄
進

地
戻
し

一
札
如
件

宇
陀
郡
自
明
村

組
頭

文
化
七
年
午
四
月
日

勇

治

(印
)

年
寄又
兵
衛

庄
屋平

内

(印
)

宇
賀
志
村
金
林
寺
知
光
殿

同
村
日
張
山
誓
心
殿

見
田
村
新
助
殿
母お
ち
よ
殿

大
神
村
久
四
郎
殿
妹お
と
よ
殿

下
芳
野
村
茂
作
殿
妻お
す

へ
殿

同
村
武
助
殿
母
お
よ
し
殿

稲
戸
村
定
七
殿
妻お
す
み
殿

古
市
場
村
弘
庵
殿
妻お
や
ゑ
殿

上
平
井
村
彦
三
郎
殿
母

お
さ
と
殿

同
村
助
右
衛
門
殿
妻お
ち
か
殿

同
村
忠
治
郎
殿
母お
き
く
殿

右
之
通
御
名
前
拾
壱
人
有
之
候
得
共
、
醜

讐

両
人
し
て
壱
人
分
都
合
拾
人
よ
り

壱
人
前
金
子
壱
両
宛
寄
進
有
之
、
合
金
拾
両
ヲ
以
右
田
地
買
得
仕
、
其
田
地
茶
所

江
寄
進

二
付
、
依
之
右
之
御
名
前
江
壱
通
宛
戻
し
謹
文
可
遣
之
も
の
也

庄
屋平

内

(印
)

山
林
寄
進
被
下
御
戻
し

一
札

字
丸
山

一
山
林
壱
ケ
所

但
し
四
町
歩

御
定
米
四
升

右
之
山
林
当
村
勇
治
従
先
祖
持
伝
候
得
共
、
此
度
代
銀
六
百
目
二
其
許
衆
中
買
徳

被
成
当
村
摂
待
所
薪
木
山
二
寄
進
被
下
、
依
之
右
山
林
買
徳
謹
文
と
も
御
譲
り
被

下
惜

二
受
納
仕
、
村
方

一
同
過
分

二
奉
存
候
、
然
者
右
山
林
村
支
配

二
仕
、
当
村

摂
待
所
柴
薪
並
二
破
損
等

二
相
用
ひ
永
々
諸
人
参
詣
之
衆
中
江
摂
待
茶
右
山
林

ヲ

以
茶
相
焼
可
申
候
。
為
後
日
山
林
寄
進

二
付
、
戻
し

一
札
如
件

宇
陀
郡
自
明
村

組
頭

文
化
九
年
申
九
月

勇

治

(印
)

年
寄

又
兵
衛

庄
屋

平

内

(印
)

宇
田
松
山
町

山
邊
屋
長
助
殿

同
町山
邊
屋
彦
七
殿

同
町紙
屋
徳
兵
衛
殿

同
町吉
野
屋
八
右
衛
門
殿

同
町岩
清
水
屋
善
太
郎
殿

同
町古
手
屋
宗
兵
衛
殿
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八
瀧
村

同

村

同

村

同

村

澤

村

山
路
村

大
貝
村

栗
谷
村

比
布
村

同

村

見
田
村

古
市
場
村

同

村

同

村

大
沢
村

下
芳
野
村

三
宮
寺
村

同

村

上
平
井
村

才
ケ
辻
村

同

村

松
井
村

善
蔵
殿

治
郎
兵
衛
殿

弥
重
郎
殿

重
蔵
殿

兵
蔵
殿

孫
九
郎
殿

茂
右
衛
門
殿

要
蔵
殿

源
三
郎
殿

治
郎
兵
衛
殿

傳
七
殿

市
蔵
殿
権
右
衛
門
殿

勘
治
郎
殿

源
八
殿

甚
助
殿
藤
助
殿

甚
五
郎
殿

与
市
郎
殿

政
七
殿

吉
右
衛
門
殿

藤
蔵
殿

駒
帰
村

傳
蔵
殿

佐
倉
村

嘉
兵
衛
殿

〆
三
拾
人

右
之
山
林
古
讃
文
之
儀
者
女
名
前

二
御
座
候
得
共
、
女
名
前

二
而
ハ
印
形
無
之
故
、

本
謹
文
与
相
違
有
之
候
得
共
、
施
主

ハ
本
謹
文
之
通
女
施
主

二
御
座
候
処
、
御
名

前
都
合
三
拾
人
よ
り
御
壱
人
前

二
銀
弐
拾
目
宛
寄
附
被
下
、
合
銀
六
百
目
二
而
山

林
買
徳
仕
候
而
其
山
林
茶
所
薪
木
山
二
寄
進
被
下
、
依
之
右
之
御
名
前
衆
中

二
右

文
言
之
戻

一
札
壱
通
宛
差
遣
し
可
申
も
の
也

庄
屋平

内

(印
)
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寄
進
仕
田
地
謹
文
之
事

字
上
神
田

一
上
田
壱
反
壱
畝
拾
歩

分
米
壱
石
六
斗
四
升
三
合
三
夕

字
石
橋
一
上
田
七
畝
廿
壱
分

分
米
壱
石
壱
斗
壱
升
六
合
五
夕

　を
カ
　

反
別
合
壱
反
九
畝
拾
歩

此
分
米
合
弐
石
七
斗
五
升
九
合
八
夕

此
預
ケ
米
弐
石
八
斗

当
時
預
ケ
米
弐
石
六
斗

此
諸
入
用

壱
石
三
斗
七
升
九
合
九
夕

徳
米

壱
石
弐
斗
弐
升
余

右
之
田
地
是
迄
其
御
村
方
勇
治
殿
所
持
被
致
候
処
、
此
度
代
金
拾
両
代
銀
六
百
四

拾
目
二
私
共
買
徳
仕
、
其
御
村
方
御
役
人
中
江
相
談
之
上
寄
進
仕
候
処
実
正
也
、

然
ル
上

ハ
名
前
帳
面
御
切
替
御
年
貢
諸
役
村
高
並
二
御
勤
後
々
迄
村
支
配
二
可
被

成
候
、
尤
も
徳
米
之
儀
者
摂
待
処
茶
料
並
二
摂
待
堂
破
損
料
二
可
被
成
候
、
尤
も

諸
人
参
詣
之
衆
中
江
為
施
銘
々
共
寄
進
仕
候
間
、
永

々
右
田
徳
ヲ
以
後
々
迄
摂
待

御
勤
可
被
下
候
約
束

二
御
座
候
、
依
之
右
田
地
買
徳
謹
文
並
小
作
護
文
と
も
相
譲

候
間
、
本
謹
文
ヲ
以
後
々
迄
御
心
儘
支
配
可
被
成
候
、
為
後
日
寄
進
地
護
文
傍
而

如
件

施
主
宇
陀
郡
宇
賀
志
村
金
林
寺
知

光

同
村
日
張
山
誓

心

見
田
村
新
介
母ち

よ

大
神
村
久
四
郎
妹
と

よ

下
芳
野
村
茂
作
妻
す

ゑ

同
村
武
助
母
よ

し

稲
戸
村
定
七
妻す

み

古
市
場
村
弘
庵
妻
や

ゑ

上
平
井
村
彦
三
郎
母

さ

と

同
村
助
右
衛
門
妻
ち

か

同
村
忠
治
郎
母き

く
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自
明
村
摂
待
堂

御
村
方
中

同
村
世
話
人

忠
治
郎

寄
進
仕
山
林
之
事

字
丸
山
一
雑
木
山

壱
ケ
所

此
反
別
四
町
歩

御
定
米
四
升

境
目
本
謹
文
之
通
り

右
御
定
米
之
儀

ハ
年
々
摂
待
所
よ
り

村
並

二
御
勤

メ
御
心
儘
支
配

可
被
成
候

右
之
山
林
其
御
村
方
勇
治
殿
よ
り
私
共
江
代
銀

六
百
目
二
而
本
謹
文

ヲ
以
買
徳
仕

候
処
実
正
也
、
右

ハ
其
御
村
方
摂
待
茶
所
江
薪
並
修
復
料
と
し
て
施
主
人
三
拾
人

申
合
壱
人
前

二
銀
弐
拾
匁
宛
都
合
銀
六
百
目
相
調
右
之
山
林
相
求

メ
、
左
之
銘
々

先
祖
為
菩
提
寄
進
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
尤
も
御
定
米
村
並
二
御
勤
メ
永
々
御

心
儘

二
支
配
可
被
下
候
、
依
之
右
摂
待
所
薪
並
修
復
料
其
時

々
御
役
人
中
よ
り
御

世
話
被
成
被
下
、
永

々
御
勤
被
下
候
約
束

二
御
座
候
、
依
之
山
林
買
徳
謹
文
共
相

渡
申
候
、
為
後
日
寄
進
諦
文
傍
而
如
件

宇
陀
松
山
町

山
邊
屋

文
化
九
申
年
九
月

長

助

山
邊
屋

彦

七

紙

屋

徳
兵
衛

吉
野
屋

八
右
衛
門

岩
清
水
屋
善
太
郎

古
手
屋

宗
兵
衛

八
滝
村

治
郎
兵
衛

同

村

弥
十
郎

同

村

重

蔵

同

村

兵

蔵

澤

村

孫
九
郎

山
路
村

茂
右
衛
門

大
貝
村

要

蔵

栗
谷
村

源
三
郎

比
布
村

治
郎
兵
衛

同

村

傳

七

見
田
村

市

蔵

古
市
場
村
権
右
衛
門

同

村

勘
治
郎

同

村

源

八

大
澤
村

甚

助

下
芳
野
村
藤

介

三
宮
寺
村
甚
五
郎

同

村

与
市
郎

上
平
井
村
政

七

才
ケ
辻
村
吉
右
衛
門
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〆
三
拾
人

同

村

藤

蔵

松
井
村

善

蔵

駒
帰
村

傳

蔵

佐
倉
村

嘉
兵
衛

右
本
謹
文
之
儀

ハ
女
名
前

二
御
座
候
得

共
、
女
名
前

二
而
ハ
印
形
無
之
故
、

文
与
相
違
有
之
候
得
共
、
施
主

ハ
本
讃
文
之
通
り
女
施
主

二
御
座
候
、
以
上

自
明
村摂

待
所

並
二
御
村
役
人
中

本
護

和
州
宇
陀
郡
自
明
村
字
市
の
井
手
巖
面
の
不
動
明
王

ハ
往
昔
弘
法
大
師
爪
彫
の
真

跡
に
て
古
往
今
来
有
信
渇
仰
の
男
女
ふ
し
ぎ

の
霊
応
殊
に
以
て
あ
ら
た
な
り
。
別

し
て
此
所

ハ
伊
勢
参
宮
或
者
大
峯
山
上
の
本
道
り
す
べ
て
公
私
の
旅
人
平
生
往
来

し
げ
き
通
路
な
れ
と
も
全
躰
森
々
た
る
山
間
伐
木
丁
々
た
る
お
と
も
か
す
か
な
る

所
に
て
諸
人
休
息

の
自
由
に
は
勿
論
と
ぼ
し
く
す
で
に
樹
下
石
上
に
腰
を
か
く
る

も
風
雨
雪
霜
を
防
ぐ
た
よ
り
な
く
実
に
以
て
往
来
の
貴
賎
難
路
の
山
谷
な
り
。

こ

れ
に
よ

っ
て
今
般
近
在
遠
郷
す
べ
て
有
信
善
業
の
不
思
議
の
助
力
を
請
け
奉
り
摂

待
の
壱
宇
を
む
す
び
永
々
往
来
の
飢
渇
を
た
す
け
た
く
何
と
ぞ
こ
の
志
を
と
も
に

し
て
意
願
を
満
足
せ
し
め
た
ま
は
ら
は
自
ら
現
当
二
世
の
資
糧
に
も
と
願
は
く
は

此
助
力
の
功
徳
を
廻
向
し
て
あ
ま
ね
く
各

々
民
方
都

て

一
切
法
界
に
及
ぼ
し
自
他
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平
等
有
情
非
情
と
と
も
に
こ
と
く

く
残
ら
ず
無
上
の
仏
道
因
縁
果
報
の
善
種
子

を
成
就
せ
ん
と
翼
ひ
奉
る
者
也

文
化
九
龍
宿
壬
申
八
月
仏
生
日

願
主
発
起
世
話
人

上
平
井
村忠
次
郎

(印
)

自
明
村勇

次

(印
)

同

平

内

(印
)

同

又
兵
衛

(印
)

並
村
々惣
世
話
人
中

摂
待
茶
糧
修
覆
料
寄
附
田
地
山
林
之
訳

自
明
村
領

字
上
神
田

一
上
田
壱
反
壱
畝
拾
歩

分
米
壱
石
六
斗
四
升
三
合
三
夕

同
村
領
字
石
橋

一
上
田
七
畝
弐
拾
壱
歩

分
米
壱
石
壱
斗
壱
升
六
合
五
夕

右
弐
口
反
別
合
而
壱
反
九
畝
拾
歩
分
米
合
而
弐
石
七
斗
五
升
九
合
八
夕

此
預
ケ
米
弐
石
八
斗
当
時
預
ケ
米
弐

石
六
斗

右
田
地
諸
入
用
向
都
合
壱
石
三
斗
七
升

九
合
九
夕

惣
差
引
残
り
徳
米
壱
石
弐
斗
弐
升
蝕

　
マ

マ

　

右
田
地
文
化
七
年

三
月
自
明
村
勇
蔵
方

よ
り
地
代
金
拾
両
代
六
百
四
拾
目
二
而
譲

り
請
、
其
村
庄
屋
年
寄
中
熟
談
之
上
帳

面
名
前
等
切
替
永

々
村
支
配
二
致
可
申
定

二
而
年
々
徳
米
を
以
而
摂
待
茶
料
其
外
修
覆
料
令
寄
附

ス
名
前
左
之
通

右
田
地
寄
附
施
主

宇
賀
志
村
金
林
寺
知
光

日
張
山
青
蓮
寺
内
誓
心

見
田
村
新
助
母
ち
よ

大
神
村
久
四
郎
妹
と
よ

下
芳
野
村
茂
作
妻
す

へ

同
村
武
助
母
よ
し

稲
戸
村
定
七
妻
す
み

古
市
場
村
弘
庵
や
ゑ

上
平
井
村
彦
三
郎
母
さ
と

同
村
助
右
衛
門
妻
ち
か

同
村
忠
次
郎
母
き
く

同
村
世
話
人
忠
次
郎

自
明
村庄
屋
平
内

(
印
)

年
寄
又
兵
衛

組
頭
惣
代

自
明
村
領
字
丸
山

一
雑
木
山

壱
ケ
所

此
反
別
四
町
歩

境
目
本
謹
文
之
通

御
定
米
四
升

右
山
林
文
化
九
申
九
月
自
明
村
勇
次
よ
り
代
銀
六
百
目
二
而
譲
り
請
け
施
主
人
三

拾
人
申
合
壱
人
前

二
銀
弐
拾
目
宛
都
合
買
徳
申
候
而
摂
待
薪
其
外
修
覆
料
令
寄
附
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置
申
候
而
勿
論
右
山
林
永
々
村
支
配
二
致
可
申
定
二
而
銘
々
為
先
祖
法
界
追
福
令

寄
附
置
申
名
前
如
左

山
林
寄
附
施
主

宇
陀
松
山
町
山
邊
屋
長
助

同

山
邊
屋
彦
七

同

紙
屋
徳
兵
衛

同

吉
野
屋
八
右
衛
門

同

岩
清
水
屋
善
太
郎

同

古
手
屋
宗
兵
衛

宇
陀
郡
八
瀧
村

同

村

同

村

同

村

同 同 同 同 同 同 同

沢

村

山
路
村

大
貝
村

栗
谷
村

見
田
村

比
布
村

同

村

古
市
場
村

同

村

次
郎
兵
衛

弥
十
郎

重
蔵
兵
蔵
孫
九
郎

茂
右
衛
門

要
蔵
源
三
郎

市
蔵
傳
七
次
郎
兵
衛

権
右
衛
門

勘
次
郎

同 同 同同 同 同 同

同

村

大
沢
村

下
芳
野
村

三
宮
寺
村

同

村

上
平
井
村

才
ケ
辻
村

同

村

松
井
村

駒
帰
村

佐
倉
村

源
八
甚
助
藤
助
甚
五
郎

與
市
郎

政
七
吉
右
衛
門

泰
蔵
善
蔵
傳
蔵
嘉
兵
衛

右
本
讃
文
者
女
名
前

二
而
在
之
候

へ
共
、
此
所

二
而
者
家
名
記
シ
置
罷
在
候

へ
共
、
実
者
女
名
前
之
施
主
二
而
在
之
事

摂
待
造
立
祠
堂
寄
附

一
白
銀
四
拾
三
匁

一
金
子
弐
百
疋

一
金
子
百
疋

一
白
銀
弐
両

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

自
明
村初
生
寺

宇
陀
町光
明
寺

同

所松
林
寺

初
瀬
町崇
蓮
寺

簾

結
村
知
光

胴
翫

誓
心
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一
金
子
百
疋

一
金
子
百
疋

一
鳥
目
壱
包

一
銀
札
弐
匁

一
銀
札
壱
匁

一
白
銀
拾
匁

一
白
銀
弐
両

一
南
鎮
壱
片

一
金
百
疋

一
金
百
疋

一
南
錬
壱
片

一一
銀
子
壱
両

一
銀
札
五
匁

一
銀
札
五
匁

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

萩

原
宗
祐
寺

日
張
山
青
蓮
寺

室
生
山
室
生
寺

比
布
村
養
善
寺

八
瀧
村
龍
泉
寺

藤
井
村
笹
岡
佐
右
衛
門

石
田
村
笹
岡
半
平

山

口
村
弥
兵
衛

下
芳
野
村
藤
介

繹

崇
林

大
貝
村
才

助

内
牧
村
又
三
郎

高
井
村
弥
七

宇
賀
志
村
源
右
衛
門

松
井
村
忠
右
衛
門

身
田
村新
助
母
ち
よ

大
神
村
久
四
郎
妹
と
よ

下
芳
野
村茂
作
母
す
ゑ

同

村
武
助
母
よ
し

上
平
井
村彦
三
郎
母
さ
と

稲
戸
村
定
七
母
す
み

上
平
井
村助
右
衛
門
妻
ち
か

一
白
銀
三
拾
目

一
南
錬
壱
片

一
白
銀
拾
匁

一
白
銀
拾
匁

一
南
錬
壱
片

一
南
錬
壱
片

一
宝
札
拾
匁

一
南
錬
壱
片

一
金
子
百
疋

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
白
銀
三
拾
目

一
金
子
弐
百
疋

一
南
錬
壱
片

一
米
壱
石

一
南
錬
壱
片

一
南
錬
壱
片

一
金
子
百
疋

一
金
子
百
疋

一
南
錬
壱
片

一
銀
札

五
匁

同

村忠
次
郎
母
き
く

宇
田
町内
牧
屋
佐
兵
衛

上
平
井
村
孫
兵
衛

入
谷
村
な
を

小
附
村幸
三
郎
姉
ぎ
ん

宇
陀
町
拾
生
屋
安
兵
衛

入
谷
村
勘
七
郎

佐
倉
村
嘉
兵
衛

宇
陀
町
田
那
屋
清
兵
衛

檜
牧
村
酒
屋
次
兵
衛

同
村
與
八
郎

初
瀬
町福
知
屋
源
兵
衛

高
星
村
次
兵
衛

今
井
村
西
岡
新
右
衛
門

母
里
村
政
八

自
明
村伊
勢
講
中

高
井
権
蔵

諸
木
野
村
藤
平

赤
ば
ね
村五
右
衛
門
母
た
み

同
人
内
た
け

八
瀧
村
勘
次
郎

諸
木
野
村
九
蔵

一129一



総 合 研 究 所 所 報17

同 同 同 同 同 同

弐 壱 五 壱 壱 三
匁 匁 匁 匁 匁 匁

 

一
白
銀
壱
両

一
銀
札
弐
匁

一
同

五
匁

一
同

一
銭
三
拾
文

一
銀
札
五
匁

一
同

一
同

三
匁

一
同

壱
匁

一
同

五
分

一
銀
札
壱
匁

一
銭

五
分

一
銀
札
壱
匁

一
同

一
銭

五
分

一
同

五
分

同
村
友
八

上
赤
埴
村
宗
吉

同
村
傳
蔵

同
村
治
兵
衛

御
所
町綿
屋
嘉
助

勢
州
野
鉦
村
大
西
長
蔵

高
井
村
五
兵
衛
母

お
き
よ

下
赤
埴
村弥
兵
衛

上
平
井
村久
治
郎

雨
師
村
彦
五
郎

下
田
口
村九
郎
兵
衛

大
神
村
四
郎
兵
衛

同

惣
兵
衛

同

新

助

同

傳
兵
衛

同

孫
兵
衛

同

林
兵
衛

同

平
兵
衛

同同 同 同

久 兵 栄 和

治 七 治 助

一
銀
札
壱
匁

一
同

一
同

一
銀
札
五
匁

一
銀
札
壱
匁

一
銭
三
百
文

一
銀
札
壱
匁

一
同

一
同

五
匁

一
同

弐
匁

一
銭
百
文

一
銀
札
壱
匁

一
同

一
銀
札
五
匁

一
銭
百
文

一
銭
三
百
文

一
銀
札
壱
匁

一
同

一
南
錬
壱
片

一
同

一
銀
札
五
匁

一
同

三
匁

同

定
治
郎

同

宗

治

同

善
太
郎

同

孫
三
郎

同

仁
兵
衛

宇
加
志
村お
き
く

同

村
弥
惣
八

見
田
村
後
五
郎

入
谷
村
平

八

内
牧
村
源

内

宇
田
町
葛
屋
平

六

同
町
葛
屋佐

助

見
田
村
長

蔵

三
宮
寺
村平
治
郎

大
貝
村

古
市
場
村権

六

佐
倉
村
惣
兵
衛

宇
加
志
村平
三
郎

才
ケ
辻
村弥
右
衛
門

下
守
道
村孫
九
郎

才
ケ
辻
村儀
右
衛
門
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一
同

壱
匁

一
同

壱
匁

一
銀
札
五
匁

一
同

一
銭
百
文

一
同
弐
百
文

一
銀
札
五
匁

一
銀
札
五
匁

一
同

弐
匁

一
銀
五
匁

=
二
匁

一
弐
匁

一
弐
匁

一
弐
匁

一
弐
匁

一
弐
匁

一
弐
匁

一
三
匁

一
弐
匁

一
壱
匁

一
壱
匁

一
百
文

下
守
道
村五
兵
衛

同

村
平
三
郎

同

村
清

吉

同

村
喜
八
郎

同

村
治

助

同

村
喜

作

宇
加
志
村源
右
衛
門

下
芳
野
村和

助

同

村
久
治
郎

下
平
井
村藤

蔵

萩
原
村
川

口
屋
兵
蔵

同

金
物
屋
善
兵
衛

同

油
屋
三
郎
兵
衛

同

八
木
屋
吉
兵
衛

同

両

口
屋
太
郎
兵
衛

同

萬
屋
久
兵
衛

同

新
酒
屋
儀
右
衛
門

同

宇
田
屋
又
兵
衛

同

小
林
氏

同

問
屋
惣
右
衛
門

同

伊
兵
衛

同

小
間
物
屋
お
と
よ

一
弐
百
文

一
弐
分

一
弐
百
文

一
百
文

一
弐
匁

一
弐
匁

一
弐
拾
文

一
四
拾
八
文

一
百
文

=
二
分

=
営
匁
五
分

一
百
文

一
百
文

一
百
文

一
百
文

=
二
分

一
百
文

一
拾
文

一
弐
拾
文

一
百
文

一
五
分

一
拾
文

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

八
木
屋
又
四
郎

鍛
冶
屋
喜
三
郎

小
間
物
屋
甚
七

小
間
物
屋
お
り
つ

井
足
屋
清
兵
衛

八
木
屋
喜
兵
衛

鍛
冶
屋
新
三
郎

亀
屋
與
助

八
木
屋
仁
兵
衛

金
物
屋
九
兵
衛

住
吉
屋
吉
右
衛
門

紺
屋
喜
右
衛
門

江
戸
屋
弥
七

金
物
屋
儀
八

江
戸
屋
弥
右
衛
門

伊
勢
屋
九
兵
衛

辰
巳
屋
お
ち
く

辰
巳
屋
与
治
兵
衛

米
屋
藤
助

と
ふ
ふ
屋
安
兵
衛

米
屋
定
八

亀
屋
こ
す
へ
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一
弐
匁

一
壱
匁

一
弐
拾
文

一
四
拾
八
文

一
同

一
弐
拾
文

一
五
分

一
五
分

一
弐
分

一
銀
札
三
匁

一
同

拾
匁

一
同

三
匁

一
同

弐
匁

同

比
布
屋
惣
治
郎

同

辻

勘
七
郎

同

戎
屋
忠
三
郎

同

菓
子
屋
善
蔵

同

守
道
屋
五
兵
衛

同

新
酒
屋
卯
兵
衛

同

し
の
屋
重
蔵

同

尾
張
屋
惣
四
郎

同

し
の
や
儀
助

室
生
村
庄
屋

清
七

御
領
方室
生
村

石
田
村

下
平
井
村与
兵
衛
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